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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 99,750 △4.6 8,842 △22.2 7,928 △26.1 4,629 △24.5

21年3月期第1四半期 104,599 ― 11,370 ― 10,725 ― 6,132 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 7.57 ―

21年3月期第1四半期 10.00 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 684,501 245,907 35.9 402.32
21年3月期 692,091 238,873 34.5 390.80

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  245,907百万円 21年3月期  238,873百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 ― 3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

202,900 △2.5 14,100 △29.7 12,100 △35.1 6,200 △42.0 10.14

通期 417,600 △0.6 26,400 △21.4 22,300 △26.3 11,000 △28.8 18.00
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、７ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、７ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 業績予想については、本資料の発表日現在の将来に関する前提・見通しに基づく予測が含まれております。実際の業績は、様々な要因により記載の予
想数値と異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 642,754,152株 21年3月期  642,754,152株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  31,526,018株 21年3月期  31,511,591株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 611,232,998株 21年3月期第1四半期 613,548,358株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

（１）当第１四半期連結累計期間の業績全般 
  （単位：百万円）

 
前第 1四半期

連結累計期間

当第 1四半期

連結累計期間
増 減 額 前年同期比 

(参考)     

前連結会計年度

 

連 結 営 業 収 益 

 

104,599 

       

    99,750 

 

△  4,848 

       % 

△  4.6 

 

420,150 

連 結 営 業 利 益 11,370      8,842 △  2,528 △  22.2 33,581 

連 結 経 常 利 益 10,725     7,928  △  2,796 △  26.1 30,260 

連結四半期(当期)純利益 6,132      4,629  △  1,502 △ 24.5 15,446 

 

当第１四半期連結累計期間の連結営業収益は、景気悪化や新型インフルエンザ発生の影響などにより、そ

の他セグメントを除く各事業セグメントで減収となったことから 997 億 5 千万円（前年同期比 4.6％減）とな

りました。連結営業利益もその他セグメントを除く各事業セグメントで減益となったことから 88 億 4 千 2 百

万円（前年同期比 22.2％減）、連結経常利益は 79 億 2 千 8 百万円（前年同期比 26.1％減）、連結四半期純利

益は 46 億 2千 9百万円（前年同期比 24.5％減）となりました。 

 

 

（２）当第１四半期連結累計期間の事業セグメント別の概況 

 （単位：百万円）

営 業 収 益 営 業 利 益 

         前第 1四半期 

連結累計期間 

当第 1四半期

連結累計期間
前年同期比

前第 1四半期

連結累計期間

当第 1四半期 

連結累計期間 
前年同期比

  %    %

運 輸 業  33,693   32,370 △ 3.9  5,720  4,679 △ 18.2 

流 通 業  46,682   43,528 △ 6.8  2,056  1,233 △ 40.0 

不 動 産 業   6,065     5,740 △ 5.4  2,423  2,315 △ 4.4 

レジャー･サービス業  17,733   15,548 △ 12.3  1,215    425 △ 65.0 

そ の 他   8,897   11,061 24.3     56    347  515.8 

 計    113,072  108,249 △ 4.3 11,472  9,001 △ 21.5 

連 結 修 正 △  8,472 △   8,499 － △    101 △    158  － 

連 結  104,599   99,750 △ 4.6 11,370  8,842 △ 22.2 

 

 

(運 輸 業) 

鉄道事業では、沿線における大規模マンションの建設が続いているものの、景気悪化の影響などにより旅

客運輸収入が前年同期に比べ 1.3％減（うち定期 0.5％減、定期外 1.8％減）となりました。バス事業でも路

線、高速ともに減収となりました。また、タクシー業でも景気悪化による需要減などから減収となりました。

これらの結果、営業収益は 323 億 7 千万円（前年同期比 3.9％減）となりました。営業利益は、鉄道事業にお

ける設備投資の進捗による減価償却費の増加などもあり 46 億 7千 9 百万円（前年同期比 18.2％減）となりま

した。 

 

(流 通 業) 

流通業では、景気悪化による消費低迷の影響が大きく、駅売店業を除く各社で減収減益となりました。百

貨店業では、新型インフルエンザ発生の影響などもあり店頭売上が不振であったほか、外商部門も減収とな

りました。ストア業では、競合店の進出などもあり減収となりました。これらの結果、営業収益は 435 億 2

千 8百万円（前年同期比 6.8％減）、営業利益は 12 億 3千 3百万円（前年同期比 40.0％減）となりました。 
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(不 動 産 業) 

不動産賃貸業では、３月に一部取得した「日本橋小網町ビル」や前年６月に取得した下北沢の商業施設「ビ

ッグベン」が寄与したことなどにより増収となりましたが、不動産販売業では、八王子みなみ野シティおよ

び多摩境で販売した新築戸建住宅の販売戸数が前年同期に比べ減少したことにより減収となりました。これ

らの結果、営業収益は 57 億 4 千万円（前年同期比 5.4％減）、営業利益は 23 億 1 千 5百万円（前年同期比 4.4％

減）となりました。 

 

(レジャー・サービス業) 

レジャー・サービス業では、景気悪化の影響に加え、新型インフルエンザ発生の影響もあり厳しい状況と

なりました。ホテル業で「京王プレッソイン」池袋が２月にオープンしたことによる増収があったものの、「京

王プラザホテル」の外国人客減少による宿泊部門の不振などにより減収となりました。旅行業、広告代理業

も取扱高の減少などにより減収となりました。これらの結果、営業収益は 155 億 4 千 8 百万円（前年同期比

12.3％減）、営業利益は 4億 2千 5百万円（前年同期比 65.0％減）となりました。 

 

 (その他) 

建築・土木業では、完成工事が前年同期に比べ増加したこと、「工事契約に関する会計基準」を当第１四半

期より適用したことなどにより増収となりました。ビル総合管理業、車両整備業でも増収となりました。こ

れらの結果、営業収益は 110 億 6 千 1百万円（前年同期比 24.3％増）、営業利益は 3億 4千 7百万円（前年同

期比 515.8％増）となりました。 

 

 

 

[鉄道事業輸送人員と旅客運輸収入] 

 
前第 1四半期 

連結累計期間 

当第 1四半期 

連結累計期間 
前年同期比

    %

定    期 千 人 96,855 97,057 0.2 

定 期 外  〃  68,802 67,811 △   1.4 
 輸 送 人 員  

計  〃  165,657 164,868 △   0.5 

定    期 百万円 8,783 8,741 △   0.5 

定 期 外  〃  11,708 11,492 △   1.8  旅 客 運 輸 収 入  

計  〃  20,492 20,234 △   1.3 
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[事業区分別営業収益] 

                                                                                  （単位：百万円） 

 
事 業 区 分 

前第 1四半期 

連結累計期間 

当第 1四半期 

連結累計期間 
前年同期比 

（参考） 

前連結会計年度

    %  

鉄 道 事 業 21,235 20,834 △    1.9 82,680 

バ ス 事 業 7,476 7,262 △    2.9 28,844 

タ ク シ ー 業 3,585 3,083 △   14.0 13,749 

そ の 他 687 555 △   19.2 2,554 

外部顧客に対する営業収益 32,983 31,735 △   3.8 127,827 

セ グ メ ン ト 間 取 引 709 635 △   10.4 3,129 

営 業 収 益 33,693 32,370 △    3.9 130,956 

運 

 

 

輸 

 

 

業 

営 業 利 益 5,720 4,679 △   18.2 13,528 

百 貨 店 業 26,604 23,946 △   10.0 104,939 

ス ト ア 業 10,501 10,072 △    4.1 41,317 

書 籍 販 売 業 3,004 2,944 △    2.0 12,439 

駅 売 店 業 2,380 2,464 3.5 9,753 

そ の 他 3,604 3,546 △    1.6 14,523 

外部顧客に対する営業収益 46,096 42,974 △    6.8 182,973 

セ グ メ ン ト 間 取 引 586 553 △    5.6 2,263 

営 業 収 益 46,682 43,528 △    6.8 185,237 

流 

 

 

通 

 

 

業 

営 業 利 益 2,056 1,233 △   40.0 5,803 

不 動 産 賃 貸 業 4,222 4,411 4.5 17,119 

不 動 産 販 売 業 911 462 △  49.3 3,151 

そ の 他 354 290 △   18.1 1,383 

外部顧客に対する営業収益 5,488 5,163 △    5.9 21,653 

セ グ メ ン ト 間 取 引 576 576 0.0 2,310 

営 業 収 益 6,065 5,740 △    5.4 23,964 

不 

 

動 

 

産 

 

業 営 業 利 益 2,423 2,315 △    4.4 9,447 

ホ テ ル 業 9,196 8,344 △    9.3 35,459 

旅 行 業 4,370 3,472 △   20.5 18,058 

広 告 代 理 業 1,283 1,083 △   15.6 5,270 

そ の 他 1,689 1,615 △    4.4 6,586 

外部顧客に対する営業収益 16,539 14,516 △   12.2 65,374 

セ グ メ ン ト 間 取 引 1,193 1,031 △   13.6 5,309 

営 業 収 益 17,733 15,548 △   12.3 70,684 

 

営 業 利 益 1,215 425 △   65.0 3,310 

ビ ル 総 合 管 理 業 2,095 2,110 0.7 9,156 

車 両 整 備 業 908 968 6.6 5,901 

建 築 ・ 土 木 業 262 2,043 678.5 6,287 

そ の 他 225 238 6.0 976 

外部顧客に対する営業収益 3,491 5,360 53.5 22,321 

セ グ メ ン ト 間 取 引 5,406 5,701 5.4 35,984 

営 業 収 益 8,897 11,061 24.3 58,305 

そ 

  

の 

 

他 

営 業 利 益 56 347 515.8 2,514 

レ
ジ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
業 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

（１）総資産、負債及び純資産の状況 
（単位：百万円）

 前連結会計年度末
当第１四半期 

連結会計期間末 
増 減 額 

総 資 産 692,091 684,501  △   7,590 

 負   債 453,218 438,593   △     14,624 

  純   資   産 238,873 245,907          7,034 

負 債 及 び 純 資 産 692,091 684,501  △     7,590 

 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、鉄道事業における車両新造や調布駅付近連続立体交差事業など

設備投資の進捗により固定資産が増加しましたが、工事代金の支払いによる現金及び預金の減少などにより、

75 億 9千万円減少し 6,845 億 1 百万円となりました。 

負債は、工事代金の支払いなどにより、146 億 2 千 4百万円減少し 4,385 億 9 千 3百万円となりました。 

純資産は、四半期純利益の計上やその他有価証券評価差額金の増加などにより 70 億 3 千 4 百万円増加し

2,459 億 7 百万円となりました。 

 

 

（２）キャッシュ・フローの状況 
                       （単位：百万円）

 
前第１四半期

連結累計期間

当第１四半期

連結累計期間
増 減 額 

(参考) 

前連結会計年度

営業活動によるキャッシュ・フロー   3,819  9,737   5,918   43,986

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 19,695 △ 20,362 △   666 △ 82,844

財務活動によるキャッシュ・フロー △  7,617 △ 3,716   3,900   31,474

現金及び現金同等物に係る換算差額       0  0 △     0        1

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 △ 23,492 △ 14,340   9,151 △  7,382

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高  34,674  36,443   1,769   50,784

有利子負債の四半期末(期末)残高  242,119  281,797  39,678   283,794

(注)有利子負債は、借入金 ＋ 社債 ＋ 鉄道建設・運輸施設整備支援機構未払金により算出しております。  

 

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が減少しましたが法人税等

の支払額の減少などにより、59 億 1 千 8 百万円増加し 97 億 3 千 7百万円となりました。 

投資活動に使用されたキャッシュ・フローは、鉄道事業を中心とした設備投資の進捗による有形固定資産

取得などにより、6億 6 千 6 百万円増加し 203 億 6 千 2百万円となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、自己株式の取得の減少などにより 39 億円増加しましたが、37 億 1

千 6百万円の資金流出となりました。 

これらの結果、現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残高は 364 億 4 千 3 百万円となりまし

た。 

また、有利子負債の当第１四半期連結会計期間末残高は 2,817 億 9 千 7百万円となりました。 

 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

第２四半期連結累計期間、通期とも、前回発表時（平成 21 年４月 30 日）の予想から変更ありません。 
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

① 簡便な会計処理 

１．棚卸資産の評価方法 

   当第１四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関して、一部の資産について、実地棚卸を

省略し前連結会計年度末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

   また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、一部の資産において、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行っております。 

２．固定資産の減価償却費の算定方法 

一部の連結子会社について、予算に基づく年間償却予定額を期間按分して算定しております。 

また、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。 

３．経過勘定項目の算定方法 

   一部の項目について、合理的な算定方法による概算額で計上しております。 

４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

   繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の

業績予測を利用しております。 

５．工事原価総額の見積方法 

   工事原価総額の見積りに当たり、当第１四半期連結会計期間末における工事原価総額が、前連結

会計年度末に見積った工事原価総額から著しく変動しているものと認められる工事契約を除き、前

連結会計年度末に見積った工事原価総額を、当第１四半期連結会計期間末における工事原価総額の

見積額とする方法によっております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

１．税金費用の計算 

   税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

１． 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、一部の工事については工事進行基準を、その

他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会

計基準第 15 号 平成 19 年 12 月 27 日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第 18 号 平成 19 年 12 月 27 日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四

半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事につ

いては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成

基準を適用しております。 

   これにより、営業収益は 693 百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益

は、それぞれ 52 百万円増加しております。 

   なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 



５.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 32,465 47,806

受取手形及び売掛金 27,970 30,927

商品及び製品 17,300 16,808

仕掛品 3,977 2,974

原材料及び貯蔵品 1,128 1,095

その他 12,242 11,223

貸倒引当金 △143 △155

流動資産合計 94,941 110,681

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 242,231 243,038

土地 152,322 149,992

建設仮勘定 71,588 70,154

その他（純額） 57,468 55,510

有形固定資産合計 523,610 518,695

無形固定資産 5,066 5,486

投資その他の資産   

投資有価証券 38,878 31,726

その他 22,464 25,952

貸倒引当金 △459 △451

投資その他の資産合計 60,883 57,227

固定資産合計 589,560 581,410

資産合計 684,501 692,091

京王電鉄株式会社　(9008)　平成22年3月期 第1四半期決算短信

- 8 -



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,408 20,287

短期借入金 51,841 51,965

未払法人税等 4,148 3,246

引当金 4,299 3,901

その他 79,257 88,449

流動負債合計 155,955 167,850

固定負債   

社債 107,237 107,092

長期借入金 121,473 123,491

退職給付引当金 24,468 24,814

その他 29,459 29,970

固定負債合計 282,638 285,368

負債合計 438,593 453,218

純資産の部   

株主資本   

資本金 59,023 59,023

資本剰余金 42,010 42,010

利益剰余金 155,368 152,572

自己株式 △19,032 △19,024

株主資本合計 237,370 234,582

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 8,537 4,290

評価・換算差額等合計 8,537 4,290

純資産合計 245,907 238,873

負債純資産合計 684,501 692,091
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業収益 104,599 99,750

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 81,447 78,977

販売費及び一般管理費 11,782 11,931

営業費合計 93,229 90,908

営業利益 11,370 8,842

営業外収益   

受取利息 60 30

受取配当金 507 321

持分法による投資利益 14 －

雑収入 383 214

営業外収益合計 966 566

営業外費用   

支払利息 1,295 1,369

持分法による投資損失 － 2

雑支出 317 109

営業外費用合計 1,612 1,481

経常利益 10,725 7,928

特別利益   

償却債権取立益 － 193

工事負担金等受入額 78 49

固定資産売却益 11 10

その他 6 36

特別利益合計 96 290

特別損失   

固定資産除却損 88 134

固定資産圧縮損 78 49

退店補償金 － 37

固定資産売却損 3 6

その他 110 0

特別損失合計 280 229

税金等調整前四半期純利益 10,541 7,988

法人税等 4,409 3,359

四半期純利益 6,132 4,629
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 10,541 7,988

減価償却費 7,612 8,365

法人税等の支払額 △10,298 △2,573

その他 △4,035 △4,042

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,819 9,737

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △20,882 △23,246

工事負担金等受入による収入 1,355 3,125

その他 △168 △241

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,695 △20,362

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 90 90

長期借入金の返済による支出 △2,370 △2,232

自己株式の取得による支出 △3,488 △10

配当金の支払額 △1,852 △1,561

その他 4 △2

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,617 △3,716

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △23,492 △14,340

現金及び現金同等物の期首残高 58,167 50,784

現金及び現金同等物の四半期末残高 34,674 36,443
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当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当事項はありません。

  １. 事業の種類別セグメント情報

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日 至 平成20年６月30日） (単位：百万円)

営 業 収 益 33,693 46,682 6,065 17,733 8,897 113,072 ( 8,472 ) 104,599

営 業 利 益 5,720 2,056 2,423 1,215 56 11,472 ( 101 ) 11,370

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） (単位：百万円)

営 業 収 益 32,370 43,528 5,740 15,548 11,061 108,249 ( 8,499 ) 99,750

営 業 利 益 4,679 1,233 2,315 425 347 9,001 ( 158 ) 8,842

19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19

年12月27日）を当第１四半期連結会計期間より適用しております。

　これにより、従来の方法によった場合に比べて、当第１四半期連結累計期間の営業収益はその他が

693百万円増加し、営業利益はその他が52百万円増加しております。

  ２. 所在地別セグメント情報

  ３. 海外売上高

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　該当事項はありません。

ｻｰﾋﾞｽ業

(4)【継続企業の前提に関する注記】

(5)【セグメント情報】

運輸業 流通業 不動産業
ﾚｼﾞｬｰ･

ｻｰﾋﾞｽ業
その他 計

消  去

(6)【株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記】

消  去
連  結

又は全社

連  結

記載を省略しております。

  前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間については、本邦以外の国、又は地域に所

  前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間については、海外売上高が10％未満のため

在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　「【定性的情報・財務諸表等】４．その他　(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手

続、表示方法等の変更」に記載のとおり、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成

（会計方針の変更）

又は全社
運輸業 流通業 不動産業

ﾚｼﾞｬｰ･
その他 計
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